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キャラクタが並ぶことを表している。次に、キャラク

タの構成をみよう。そして、データキャラクタの最後

にチェックキャラクタがくることを示している。

キャラクタの構成

第１表を参照されたい。ストップキャラクタだけが、

1 3モジュールを要するが、それ以外はすべて1 1モジュ

ールである。そして、ストップキャラクタ以外はすべ

て、黒バー３、白バー３の合計６エレメントからなり、

ストップキャラクタだけは、黒バー4、白バー３の合計

７エレメントからなる。

ストップキャラクタは第２図に示す。ストップキャ

ラクタのエレメントの幅は2 , 3 , 3 , 1 , 1 , 1 , 2である。I T Fや

C O D E 3 9などは太いか細いの２種のエレメントであった
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これまで、 J A N 1）、I T F - 1 4、I T F - 1 6 2）、c o d e 3 93）、

C O D A B A R（N W - 7）5）について説明した。今回はコー

ド1284）を取り上げる。

バーコードシンボル　　コード１２８　

これもJ I S規格になっているものである。J I S規格では

「コード1 2 8」と表記しているが、ここでは、c o d e 1 2 8の

表記を主に用いる。

code128の構成

まず、このバーコードシンボルの構成をみると、第

１図のようになっている。

この連載では時々、第１図のような書き方を用いて、

バーコードシンボルの構成を示した。ほとんど説明を

要しないであろうが、階層的に展開している。つまり、

バーコードシンボルは、クワイエットゾーン、バーコ

ード部、クワイエットゾーンの３つの部分からなりた

つということを第一階層では表している。第２階層で

は、バーコード部の構造が示されている。バーコード

部はまずスタートキャラクタに始まり、いくつかのデ

ータキャラクタがつづいて、ストップキャラクタで終

わるという構造であることを示す。データキャラクタ

に + を付けたのは、個数は不定であるが、１つ以上の
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第1図　code128の構成

第1表　キャラクタの構成

第2図　ストップキャラクタの構造
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（b1,b2,b3）のとりうる組み合わせを考えると、

（b1,b2,b3）=（1,1,2）、（1,2,1）、（2,1,1）の３通り。

このとき、（w 1 , w 2 , w 3）のとりうる値は合計７になる

組み合わせであり、�の条件を考慮して、（w 1 , w 2 , w 3）

=（1,1,5）のような５という成分を含むものは除外され、

( w 1 , w 2 , w 3 ) = ( 1 , 2 , 4 ) , ( 1 , 4 , 2 ) , ( 2 , 1 , 4 ) , ( 2 , 4 , 1 ) , ( 4 , 1 , 2 ) , ( 4 , 2 , 1 ) ,

(1,3,3),(3,1,3),(3,3,1),

(2,2,3),(2,3,2),(3,2,2),

の計12通り。

黒バーの組み合わせそれぞれに、白バーの組み合わ

せは使えるので、

3×12=36通りのパターンが作れる。

[2] b1+b2+b3=6のとき、�からw1+w2+w3=5である。

（b1,b2,b3）のとりうる組み合わせ、

(b1,b2,b3)=(1,1,4),(1,4,1),(4,1,1),

(1,2,3),(1,3,2),(2,1,3),(2,3,1),(3,1,2),(3,2,1),

(2,2,2)

の10通り。

（w1,w2,w3）のとりうる組み合わせ

(w1,w2,w3)=(1,1,3),(1,3,1),(3,1,1),

(1,2,2),(2,1,2),(2,2,1)

の６通り。

したがって、この場合には、10×6=60 通り。

[3] b1+b2+b3=8のとき、�からw1+w2+w3=3である。

(b1,b2,b3)のとりうる組み合わせ、

(b1,b2,b3)=(1,3,4),(1,4,3),(3,1,4),(3,4,1),(4,1,3),(4,3,1),

(2,2,4),(2,4,2),(4,2,2),

(2,3,3),(3,2,3),(3,3,2)

の12通り。

(w1,w2,w3)のとりうる組み合わせ

(w1,w2,w3)=(1,1,1)の１通り。

したがって、この場合には、12×1 = 12通り。

以上、[1][2][3]の合計をとると、

36+60+12=108  通りとなる。

以上、1 0 8パターンが使えることになるが、実際には

次の第２表のように、割り当てている。数値、c o d e s e t

A、codeset B、codeset Cと、記号表示と呼ばれる、b1,

w1, b2, w2, b3, w3の数字を６桁並べたもの、それをバ

ーの形に示したものをまとめて表している。今回はバ

ーコードは、ダッシュとスペースで表してみた。また、

バーコードの終わりをピリオドを付けて表してみた。

ピリオドは最後のスペースの長さを表すのに使ってい

るだけで、コードの一部ではないことは理解いただけ

るであろう。

が、この C O D E 1 2 8では、エレメントの幅は最小の幅を

１とするとき、1 , 2 , 3 , 4の幅のものが許される。これは

J A Nでもそうであった。幅の寸法精度が問題となること

に注意されたい。

Q 8 0：なぜ、ストップキャラクタだけが7エレ

メントを使い、他のキャラクタは6エレ

メントなのだろうか。

A 8 0 . スタートキャラクタ、データキャラクタは

６エレメントで、黒白黒白黒白と交互に黒と白のバー

（エレメント）が並び、つねに始まりは黒バーで、終わ

りは白バーになる。これで隣のキャラクタとはうまく

分離できる。そして、最後ストップキャラクタで、も

う１エレメント増やして、黒とすることで、クワイエ

ットゾーンとの境界を作っている。

c o d e 3 9は、黒バーではじまり、黒バーで終わるとい

うキャラクタ構成をとったため、必ず最小単位幅のキ

ャラクタ間ギャップを置く必要があったことを想起さ

れたい。

Q 8 1：ストップキャラクタを除いて、第１表の

条件を満たすパターンは何通りできるだ

ろうか。

A 8 1 . これを数えるため、黒、白、黒、白、黒、白

と並ぶ６つのエレメントの幅を順に、 b1, w1, b2, w2,

b3, w3と表す。第１表には各エレメントの幅は 1, 2, 3, 4

と決められている。これを

b1, w1, b2, w2, b3, w3 : 1,2,3,4 �

と書いて条件であることを意識しよう。これは、左

辺のb1, w1, b2, w2, b3, w3は、それぞれ１か２か３か４

となりうるという意味である。

全体で11モジュールということは、

b1+w1+b2+w2+b3+w3=11 �

という条件が成立することを求めている。また、黒バ

ーの使うモジュール数は偶数とされているので、

b1+b2+b3=偶数 �

ということである。�、�から

w1+w2+w3=奇数 �

ということも導ける。

これから、�、�を考慮して、

b1+b2+b3 : 4, 6, 8 �

となる。なぜなら、�から b1+b2+b3は3以上である。

また、�、�からw 1 + w 2 + w 3も3以上だから、b 1 + b 2 + b 3

は1 1 - 3 = 8以下である。したがって、この範囲の偶数を考

えると、�のように、４、６、８、しかない。

以下場合分けで考える。

[1] b1+b2+b3=4のとき、�からw1+w2+w3=7である。
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第2表　code128のバーコードキャラクタ構成
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数値はどういう意味かであるが、これはあとで、チ

ェックキャラクタの計算に使うことを説明する。

c o d e s e tが３種あるのが、このバーコードの特徴の一

つである。第２表のcodeset Aの列をみると、いわゆる

ASCII code のうち小文字を除いた部分が含まれている

ことがわかろう。また、codeset Bは、制御文字のかわ

りに小文字が含まれている。そして、codeset Cは一つ

のキャラクタで、0 0から9 9までの２桁の1 0進数を表す

のに使えることがわかるであろう。この工夫で、多様

な記号、文字と、多数の数字を効率よく表すのに使え

るのである。

Q 8 2：3通りのどのc o d e s e tを使っているかが

読む側に伝わらなければ意味はない。ど

のc o d e s e tを使っているかはどうやっ

て、伝えるのだろうか。

A 8 2 . これは、表の終わりの方をみると、スタート

A、スタートB、スタートCの３つのスタートキャラク

タが用意してあることがわかる。スタートキャラクタ

で、どのcodesetを使っているかを伝えるのである。

Q 8 3：このバーコードは方向が反対でも判別で

きるか。

A 8 3 . 両端は必ずスタートキャラクタと、ストップ

キャラクタで挟む。ただ、スタートキャラクタは３種

あるのが、これまでのバーコードと違うところである。

ストップキャラクタを逆にみてみると、どのスタート

キャラクタにも一致しないので、左から読んだか、右

から読んだかは判別できることになる。

Q 8 4：c o d e s e tはスタートキャラクタで指定す

るだけでなく、途中で変更もできるよう

になっている。それは表中のどのキャラ

クタを用いるのだろうか。

A84. 第２表の終わりの方に、code Aなどというキ

ャラクタがあるのに気づくであろう。現在のコードセ

ットから違うコードセットに移行したいときに、その

キャラクタを用いる。

それには、第３表にまとめたように、現在のコードセ

ットから移行したいコードセット名をもつコードキャ

ラクタを使えば、そのコードセットに変更になる。

臨時に次の１キャラクタだけのコードを変えるとい

う操作もできる。それはシフトキャラクタ（98 SHIFT）

を使うことで、つづく１キャラクタだけを別のコード

セットと扱う方法である。この際、codeset Aとcodeset

Bの間での臨時の切り替えである。c o d e s e t Aには小文字

がないが、どうしても小文字のアルファベットを使い

たいというとき、shiftキャラクタを前置してやればよい。

タイプライタのシフトキーと同様の働きである。

Q 8 5：では、つぎのキャラクタ列をどう読めば

よいだろうか。なお、各キャラクタは第

2表の左端の数値を［ ］で括って表す

ことにする。

� [103][42][41][51][0][56][0][99][5][6][101]

[26][99][20][0]

� [103][41][51][34][46][99][40][0][5][38]

[33][101][0][35][99][0][4][101][0][60][99]

[32][0][101][37]

� [103][41][48][98][86][22]

A85. � JIS X 0506:2000

� ISBN4000053833 C0004 ¥3200E  コードセットの変

更をせずに , c o d e s e t Aだけでもこの文字列は表現でき

るが、その場合、どの程度長くなるか調べて見よ。

� I P v 6

J A Nでは商品の背番号を表すということで規格化され

ており、桁数も固定であったが、すでにお気づきのよ

うにこの c o d e 1 2 8では、数字以外のA S C I I文字がすべて

表現でき、また、桁数も必要なだけ使える。その意味

で汎用性は高い。

第3表　コードセットの移行

第4表　code128のチェックキャラクタの計算例
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チェックキャラクタ

c o d e 1 2 8ではチェックキャラクタは必ず付けなければ

ならない。表現したい文字列の最後にチェックキャラ

クタ１桁をつけ、そのあとにストップキャラクタがく

るようにする。そのチェックキャラクタの計算もこれ

までとそう本質的に違う訳ではない。

JIS規格票4）での計算法の説明を引用する。

ステップ１では、start キャラクタを含めて、データ

キャラクタを順に並べて、第２表の左端の数値を求め

る。ステップ２は各キャラクタの重みを示しているが、

最初のスタートキャラクタは重み１、以下データキャ

ラクタは、順に1 , 2 , 3 , 4 ,・・・・と増やしていく。（重み

１のものが２つある）。ステップ３で、ステップ１、２

で求めた数値と重みをそれぞれ乗じていく。ステップ

４はそれの総和を求める。ステップ５では、総和を1 0 3

でわり算し、あまりを求める。ステップ６ではこのあ

まりに応じて、第２表から対応するキャラクタを求め

て、そのキャラクタをチェックキャラクタとする。

以上のような方法で計算する。これを1 0 3を法（モジ

ュラス）として考えるという意味で、モジュラス1 0 3法

とよぶ。

Q 8 6：上の場合、チェックキャラクタが何かは

書かれていない。あなたはどのキャラク

タを選択するか。

A86. これは実は少し困った問題である。第２表で

キャラクタから数値を求めるのは、一意に決まるが、

逆のステップ６の操作では、数値3 2に対応するキャラ

クタとして、なにを選択すればよいかという問題が起

こる。常識的には、start Aで始まったので、codeset A

の欄を見て、@ と判断するのであろう。

しかし、途中でc o d e s e tを変更できることに注意する

と、上の説明では不十分であるといわざるを得ない。

いくつかの文献にあたったが、いずれもここは曖昧さ

を残した記述になっている。読者に誤解を与えるおそ

れがある。

一つの解釈は、c o d e s e tがコードキャラクタで変化し

ていくが、最後のチェックキャラクタは当然その時の

c o d e s e tとして読むだろうから、チェックキャラクタを

付け加えるときは最後に確定したc o d e s e tとして、決め

るということであろう。こう定めると読みとり部の負

担は減る。この解釈では、上の例ではずっとcodeset A

なので、@を選択すればよいことになる。（もし、この

解釈ではないということであれば、ご一報いただきた

い）。

付言。s h i f tの機能について、J I S規格4）では、c o d e s e t

AとBの間の変更であるとなっている。それをA→B、B

→Aとかく。つまり、いまcodeset Aなら次の一キャラ

クタはcodeset Bに、codeset Bなら codeset Aとそれぞ

れ読み替えるという意味である。ただ、一般に流布し

ていると思われるいくつかのドキュメント（w e b p a g eも

含めて）では、それを、A→B、B→C、C→Aと説明し

ており、食い違っている。

この連載を担当することになって、これまでの著者

の読み方が非常に浅かったということを自覚させられ

ているのだが、いくつかの文書を比較すると、不一致

がところどころ見かけられるのが残念である。当然の

ことながらこのような状況は望ましいことではない。

J I Sの規格票が依拠すべき正本であると考えられるが、

あまり規格票は広くは参照されていないであろう。最

後に依拠すべき正本を示していて、解釈上の疑義があ

れば、議論できる場を備えた責任あるw e b s i t eがあると

助かるのだが。
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